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１ はじめに 

東北地区工業高校生の技術・技能の向上と相互交

流を図るとともに、高校生ものづくりコンテスト全

国大会の選手選考を兼ねた大会の位置づけ今回で３

回目の東北大会が、南東北地区（担当山形県）で７

月３１日（木）と８月 1 日（金）に山形工業高校を

会場に開催された。大会運営と今後の課題について

報告する。 

２ 経緯 

 従来１日だけの競技であったが、今年度より全国

大会の要綱変更に合わせ２日間の競技で実施した。   

変更理由は、製作基板枚数が従来の設計製作基板

に制御基板（出力関係の基板）が追加された２枚と

なったからである。大会初日で、競技１（組立競

技 ）、 ２日目は競技２（プログラム競技）を行い、

全体の開閉会式も２日目に実施した。競技内容の変

更点は、製作・組立技術レベルは技能検定２級を想

定しており表面実装部品（抵抗・コンデンサ）が入

ってきた。使用部品にも距離センサなど難易度の高

い部品が入りプログラム競技レベルも向上した。 

 回路図が公表になり、本校で試作を繰返し全国仕

様の回路基板を４月に作成できた。これを県内の技

術レベル向上のため県内の各校参加者に講習会（会

場：産業技術短期大学校）を実施していただいた。

東北大会では、事務局（全国）が製作した基板を使

用予定であったが、基板に回路図と違う箇所がある

ことと、技能検定２級に準拠していない仕様であり、

本校作成基板を使用することにした。大会参加者に

は不公平にならないように配慮し全員に練習用セッ

ﾄ 一式を送付した。参加者との情報伝達・共有はグ

ーグルのグループウェアを使用し、参加者の取組み

を援助した。また、那須電機㈱様から基板等に関し

大変な協力を頂きました。感謝申し上げます。 

３ 参加状況 

 各県代表１名に開催県は２名合計７校７名が参加

した。学年構成は、３年が５名、２年が２名である。 

４ 使用開発環境について 

使用言語は全員Ｃ言語で、使用ＣＰＵはＨ８（５

名）以外、ＰＩＣとＡＶＲがあった。 

図１ 大会風景（１日目：競技１） 

５ 成績  

競技内容・方法が毎年大幅に変更となり事務局も

対応に追われた中での大会結果は次の通りである。 

１位 白山岬（青森県立十和田工業高３年）72.5点 

２位 菊地剣斗（山形県立米沢工業高３年）68.5点 

３位 原田大地（山形県立東根工業高３年）61.5点 

なお、東北代表の白山君は全国４位と報告があった。 

６ 大会の意義と今後の取り組み 

２０１０年にかけて自動車関連企業の宮城県進出

が決定し、本県でも組込み形マイコン技術に関する

育成強化の必要性が叫ばれる中、大会を開催できた

ことは大変意義がある。特に、一般の方やマスコミ

関係者の認知度が上がったと考える。また、各学校

で実施している技能検定は、電子回路組立部門の競

技１に該当するが、競技２の制御プログラムに関し

ては指導側の技術レベルに左右される。大会の内容

を是非実習に取入れ、活用いただければ幸いです。 

７ 最後に 

大会運営に関し、工業校長協会と工業部会の先生

方よりご支援いただき、２月からの短い準備であっ

たが無事大会を実施できたのは、生徒諸君の熱意と

審査員の先生、各校の指導された先生の努力による

ものであり、感謝致します。 


